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 令和５年度最初の情報発信となりました。久しくご無沙汰しております。相変わらず

コロナ対策を意識した生活です。必要最小限の外出を守っています。 

 毎週、水曜日及び木曜日に出席する中国語および英語の会話への出席、当事務所の道

路沿いに流れる渓流住吉川河畔での日常の散歩が主な日程になっています。散歩は毎

日、6000 歩～7000 歩で、健康維持に役立っています。住吉川では、去年 12 月頃には、

群になって泳ぐ鮎の稚魚を見かけました。その頃の暖かさに比べると、令和 5 年になっ

ての 1,2 月は本当に寒い日々が続きます。 

 前情報発信 100 号のときにもご報告した「さびの基本と仕組み」の第３版執筆を続け

ています。前回の第 2 版の内容を 40%くらい刷新したい思惑で、この目標に沿っての執

筆に苦労しているのが現実です。内容をやさしく、かつ、執筆者の腐食防食における経

験と発想を盛り込みたいと思っています。  

 今回、毎週出席している英会話教室についてご紹介します。先生は米国人の Loyd 

Flaher ty 氏で、牧師でもあり、奥様は日本人です。生徒は 10 人で、 4 名が米国での生活

経験があります。 21Century Reading (Creative thinking and reading with TED TALKs)を

教科書として使い、自由に発言できる授業です。この数年やってきて、会話力は多少は

上がったかなと思っています。 

 今話題になっている AI による論文作成の技術についてです。質問に対して、迅速に対

話形式で回答できる技術です。私もこの技術を、先週の木曜日の授業後、Flaherty 先生

と 30 分ほど会談しているときに、私の目の前で彼がこの技術を使って当方の質問に英語

で対応してくれました。この技術は、チャット GPT と呼びます。ご参考に、日本経済新

聞によるこの技術の一端をご紹介します。もし、すでにご存知のときは、読み流してく

ださい。私の感想としては、この技術を有効に活用すれば、技術調査や論文作成におい

て非常に有効になると思いますし、同時に、偽情報に騙されないように正しい判断力が

重要になるかと思われます。 

 

特別報告 

 チャット GPT の紹介記事 （日本経済新聞による記事）  

１）人工知能「チャット GPT」の文章力検証（ 2023.2.4 朝刊）  

２）社会は生成 AI の進化にどのように向き合うか（ 2023.2.3 朝刊社説）  

３） AI,対話型検索で身近に (2023.2.9) 
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